


























２） 米山 [2002], pp. 190-191．





















































































































６） 拙稿 [2006] における筆者なりの定義に基づく。
７） FASB [1985], par. 28及び平松・広瀬 [2002], p. 298．
８） FASB [1985], par. 172及び平松・広瀬 [2002], pp. 368-369．
























































































































































































































る。この場合，t 時点（期末）における耐用年数短縮後の帳簿価額 Bt ’ と
























る減価償却後の帳簿価額 Bt と t 時点（期末）における回収可能価額 Vt ’
との差額損失④が減損損失として計上される。この場合，耐用年数の短縮
が生じているが，t 時点（期末）における耐用年数短縮後の帳簿価額 Bt ’
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れる。そして，減価償却後の帳簿価額 Bt ’ を t 時点（期末）における回収





ける減価償却後の帳簿価額 Bt と t 時点（期末）における回収可能価額
Vt ’ との差額損失⑨が減損損失として計上される。
の場合，(t 1)時点（期首）における耐用年数短縮前の帳簿価額 Bt 1
と (t 1)時点（期首）における耐用年数短縮後の帳簿価額 Bt 1’ との差額
損失である臨時償却費⑤と t 時点（期末）における帳簿価額 Bt ’ と t 時点




そして， の場合，t 時点（期末）における帳簿価額 Bt より t 時点にお








































ため，t 時点（期末）における回収可能価額 Vt ’ と t 時点（期末）における
減価償却後の帳簿価額 Bt ’ との差額損失⑭は臨時償却費とみなされるの
であろうか。
 の場合，(t 1)時点（期首）における耐用年数短縮前の帳簿価額 Bt 1
と (t 1)時点（期首）における耐用年数短縮後の帳簿価額 Bt 1’ との差額
損失である臨時償却費⑩には，収益性の低下による損失と耐用年数の短縮
による損失が混在する結果となる。
そして，の場合，t 時点（期末）における帳簿価額 Bt より t 時点にお
ける回収可能価額 Vt ’ が下回っていることから，その差額である損失⑬
が減損損失とみなされる。さらに，t 時点における回収可能価額 Vt ’ を t
































































































帳簿価額と t 時点（期末）における使用価値が一致する場合，t 時点（期末）
における使用価値が耐用年数の短縮により導き出された t 時点（期末）に
おける帳簿価額を下回る場合，そして，耐用年数の短縮により導き出され
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